
＜ｉアプリ基本パッケージ内に追加されているオプションAPI・拡張API＞

com.nttdocomo.ui.AudioPresenter 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int ATTR_SYNC_OFF 再生同期イベントのオフ操作 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_SYNC_ON 再生同期イベントのオン操作 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int AUDIO_SYNC 再生同期イベント オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int MAX_PRIORITY 最も高い優先順位を表す、優先順位の属性値 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int MIN_PRIORITY 最も低い優先順位を表す、優先順位の属性値 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int NORM_PRIORITY 通常の優先順位を表す、優先順位の属性値 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int PRIORITY 優先順位を表す属性 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int SYNC_MODE 再生同期イベント発生有無を表す属性 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int AUDIO_PAUSED 演奏一時停止イベント オプション ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ●

static int AUDIO_RESTARTED 演奏再開イベント オプション ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ●

void pause() メディアデータの再生を一時停止する。 オプション ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ●

void play( int time ) 指定ミリ秒位置からメディアデータを再生する。 オプション ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ●

void restart() 一時停止しているメディアデータの再生を再開する。 オプション ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ●

void setData( MediaData data ) オーディオプレゼンタにメディアデータを設定する。 オプション × × × × × × × × × × × × × × ●

void setSyncEvent( int channel, int key ) 指定されたチャンネルおよびキーのノートに再生同期イベントを連動させる。 オプション ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

com.nttdocomo.ui.Display 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int KEY_LOWER_LEFT 左下キー オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int KEY_LOWER_RIGHT 右下キー オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int KEY_PAGE_DOWN ページダウンキー オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int KEY_PAGE_UP ページアップキー オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int KEY_UPPER_LEFT 左上キー オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int KEY_UPPER_RIGHT 右上キー オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int POINTER_MOVED_EVENT ポインティングデバイスの操作開始イベント オプション × × × × × × × × ● ● × × ● × ●

com.nttdocomo.ui.Font 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int FACE_MONOSPACE モノスペースフォント オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int FACE_PROPORTIONAL プロポーショナルフォント オプション × × × × × × × × × × × × × × ●

static int FACE_SYSTEM システムフォント（デフォルトのフェース） 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int SIZE_LARGE ラージサイズ オプション ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 具体的なサイズは機種により異なります。

static int SIZE_MEDIUM ミディアムサイズ（デフォルトのサイズ） 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12ドットフォントとなります。

static int SIZE_SMALL スモールサイズ オプション × ● × ● × × ● × × × ● × × ● ● 具体的なサイズは機種により異なります。

static int STYLE_BOLD ボールドスタイル オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

static int STYLE_BOLDITALIC ボールドイタリックスタイル オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

static int STYLE_ITALIC イタリックスタイル オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

static int STYLE_PLAIN プレーンスタイル（デフォルトのスタイル） 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int TYPE_DEFAULT デフォルトフォント 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int TYPE_HEADING 見出し用フォント オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

com.nttdocomo.ui.Graphics 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

void clearClip() 現在設定されているクリッピング領域を解除する。 オプション ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void clipRect( int x, int y, int width, int height
)

引数によって指定された矩形と現在のクリッピング領域の重なり合った部分を新たなク
リッピング領域として設定する。

オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

void copyArea( int x, int y, int width, int
height, int dx, int dy )

引数で指定された矩形領域の描画内容を、dxだけ右、dyだけ下に離れた位置にコ
ピーする。

オプション ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void lock()　・・・　Canvasへの描画 グラフィックスコンテキストのダブルバッファリングを開始する。 オプション ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void lock()　・・・　Imageへの描画 グラフィックスコンテキストのダブルバッファリングを開始する。 オプション × ● × × × × × × × × ● × × ● ●

void setClip( int x, int y, int width, int heyght 引数によって指定された矩形をクリッピング領域として設定する。 オプション ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void unlock( boolean b )　・・・　Canvasへの描 グラフィックスコンテキストのダブルバッファリングを終了する。 オプション ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void unlock( boolean b )　・・・　Imageへの描 グラフィックスコンテキストのダブルバッファリングを終了する。 オプション × ● × × × × × × × × ● × × ● ●

com.nttdocomo.ui.MediaManager 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static MediaData getData() メディアデータを取得する。 オプション × × × × × × × × × × × × × × ●

com.nttdocomo.ui.PhoneSystem 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int ATTR_BACKLIGHT_OFF バックライトのオフ操作 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 端末設定によりアプリから制御できない場合があります。

static int ATTR_BACKLIGHT_ON バックライトのオン操作 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 端末設定によりアプリから制御できない場合があります。

static int ATTR_FOLDING_CLOSE 折りたたみの閉状態 オプション ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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static int ATTR_FOLDING_OPEN 折りたたみの開状態 オプション ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_MAIL_AT_CENTER メールボックスの、未読メールがセンターにある状態 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_MAIL_NONE メールボックスの、未読メールがない状態 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_MAIL_RECEIVED メールボックスの、未読メールが携帯電話内にある状態 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_MESSAGE_AT_CENTER メッセージボックスの、未読メールがセンターにある状態 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_MESSAGE_NONE メッセージボックスの、未読メールがない状態 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_MESSAGE_RECEIVED メッセージボックスの、未読メールが携帯電話内にある状態 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_VIBRATOR_OFF バイブレータのオフ操作 オプション × ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_VIBRATOR_ON バイブレータのオン操作 オプション × ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static int DEV_BACKLIGHT バックライトリソース 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_FOLDING 折りたたみ状態リソース オプション ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 参照のみ可能なリソースです。

static int DEV_MAILBOX メールボックスリソース 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 参照のみ可能なリソースです。

static int DEV_MESSAGEBOX メッセージボックスリソース 基本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 参照のみ可能なリソースです。

static int DEV_VIBRATOR バイブレータリソース オプション × ● ● ● ● × ● ● ● ● ● ● ● ● ● 参照と設定が可能なリソースです。

static int SOUND_ALARM アラームを表す効果音 オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

static int SOUND_CONFIRM 確認を求める意を表す効果音 オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

static int SOUND_ERROR エラーを表す効果音 オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

static int SOUND_INFO 情報提示を表す効果音 オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

static int SOUND_WARNING 警告を表す効果音 オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

static void playSound( int type ) 引数で指定された効果音を鳴らす。 オプション × ● × ● ● × ● ● × × ● × × ● ● エミュレータでは、どの効果音を指定しても同じ音が鳴ります

com.nttdocomo.ui.VisualPresenter 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

void setData( MediaData data ) ビジュアルプレゼンタにメディアデータを設定する。 オプション × × × × × × × × × × × × × × ●



＜オプションパッケージに新設されたオプションAPI・拡張API＞

com.nttdocomo.opt.ui.AudioPresenter2 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int KEY_SHIFT 音階シフト量を表す属性 オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● × ● MFi/Phraseと併用することはできません。

static int LOOP ループ回数を表す属性 オプション ● × × × × ● × × ● ● × ● ● × ●

static int PANPOT パンポット（音の左右の定位）を表す属性 オプション ● × × × × ● × × ● ● × ● ● × ● MFi/Phrase使用時のみ使用することができます。

static int TEMPO テンポの変化量を表す属性 オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● × ● MFi/Phraseと併用することはできません。

static int TRACK_ASIGNMENT AudioPresenterオブジェクトをMFi/Phraseの特定のトラックに関連付けることを指示す
るための属性

オプション ● × × × × ● × × ● ● × ● ● × ●

static int VOLUME ボリュームを表す属性 オプション ● × × × × ● × × ● ● × ● ● × ●

com.nttdocomo.opt.ui.Camera 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int ATTR_CONTINUOUS_SHOT_OFF 連写モードで、連写オフを表す属性値 オプション × × × × × ● ● ● × × ● × × ● ●

static int ATTR_CONTINUOUS_SHOT_ON 連写モードで、連写オンを表す属性値 オプション × × × × × ● ● ● × × ● × × ● ●

static int ATTR_QUALITY_HIGH 撮影画質で、高画質を表す属性値 オプション × × × × × × × × ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_QUALITY_LOW 撮影画質で、低画質（サイズ優先）を表す属性値 オプション × × × × × × × × ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_QUALITY_STANDARD 撮影画質で、標準画質を表す属性値 オプション × × × × × × × × ● ● ● ● ● ● ●

static int ATTR_VOLUME_MAX マイク入力音量で、最大を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

static int ATTR_VOLUME_MIN マイク入力音量で、最小（ミュート状態）を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

static int DEV_CONTINUOUS_SHOT 連写モードを表す属性 オプション × × × × × ● ● ● × × ● × × ● ●

static int DEV_QUALITY 撮影画質を表す属性 オプション × × × × × × × × ● ● ● ● ● ● ●

static int DEV_SOUND マイク入力音量を表す属性（ATTR_VOLUME_MINからATTR_VOLUME_MAXまでの値を オプション × × × × × × × × × × ● × × ● ●

void disposeImages() カメラオブジェクト内の全ての撮影画像を破棄する。 オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

int getAttribute( int attr ) 指定された属性の属性値を返す。 オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

static Camera getCamera( int id ) idで指定されたカメラデバイスに対応するカメラオブジェクトを生成する。 オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

MediaImage getImage( int index ) カメラオブジェクト内の、指定されたインデックスに対応する撮影画像からメディアイ
メージを生成する。

オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

long getImageLength( int index ) カメラオブジェクト内の、指定されたインデックスに対応する撮影画像のデータサイズをオプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

InputStream getInputStream( int index ) カメラオブジェクト内の、指定されたインデックスに対応する撮影画像を入力ストリーム
として返す。

オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

long getMaxImageLength() 動画撮影可能なカメラオブジェクトにおいて、撮影可能な最大データサイズを返す。 オプション × × × × × × × × ● ● ● ● ● ● ●

int getNumberOfImages() カメラオブジェクト内に保持されている撮影画像数を返す。 オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

boolean isAvailable( int attr ) 指定された属性をsetAttribute()で制御可能か否かを返す。 オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void setAttribute( int attr, int value ) 指定された属性に、指定された属性値を設定する。制御不可能な属性が指定された
場合は無視される。

オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void setImageSize( int width, int height ) 撮影画像の画像サイズを設定する。指定されたそのままのサイズがカメラデバイスで
サポートされていない場合は、指定サイズが収まる最も小さな画像サイズで撮影され
る。また、指定されたそのままのサイズがカメラデバイスでサポートされている最大サ
イズを超えている場合は、カメラデバイスでサポートされている最大の画像サイズで撮
影される

オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

void takeMovie() カメラ機能を動画撮影モードで呼び出す。 オプション × × × × × × × × ● ● ● ● ● ● ●

void takePicture() カメラ機能を静止画撮影モードで呼び出す。 オプション × × × × × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

com.nttdocomo.opt.ui.Graphics2 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int CM_NORMAL ノーマルモードを示す座標指定モード オプション × ● × × × × × × × × × × × ● ●

static int CM_ZOOM 256倍ズームモードを示す座標指定モード オプション × ● × × × × × × × × × × × ● ●

static int FLIP_HORIZONTAL 横方向に鏡像反転することを示すイメージ反転描画モード オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int FLIP_NONE 反転を行わないことを示すイメージ反転描画モード オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int FLIP_ROTATE 縦横方向に鏡像回転することを示すイメージ反転描画モード（180°回転） オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int FLIP_VERTICAL 縦方向に鏡像反転することを示すイメージ反転描画モード オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int OP_ADD 加算を示すラスタオペレーション オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int OP_REPL 置き換えを示すラスタオペレーション オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int OP_SUB 減算を示すラスタオペレーション オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

void drawImageMap( ImageMap map, int x, int
y )

指定された位置に、指定されたイメージマップの内容を表示する。 オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

void drawNthImage( MediaImage image, int k,
int x, int y )

アニメーションGIFから生成されたメディアイメージの任意のフレームのイメージを描画
する。

オプション ● ● × × ● ● × ● ● ● × ● ● × ●

void drawNumber( int x, int y, int value, int 数値を右詰で、digit桁分表示する。 オプション × ● × ● ● × ● ● × × × × × ● ●

void drawScaledImage( Image image, int x,
int y, int width, int height, int sx, int sy, int
swidth, int sheight )

イメージを拡大縮小表示する。描画元イメージの(sx,sy) - (sx+swidth-1,sy+sheight-1)
の矩形領域を、(x,y) - (x+width-1,y+height-1)の矩形領域にちょうど収まるように拡大
または縮小して表示する。

オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

void drawSpriteSet( SpriteSet sprites ) スプライトセットを描画する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

void drawSpriteSet( SpriteSet sprites, int
offset, int count )

スプライトセットの一部を描画する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

Image getImage( int x, int y, int width, int
height )

矩形領域のピクセルをイメージとして取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

static int getIntermediateColor( int color1,
int color2, int ratio )

指定された2つの色の中間色を取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

int getPixel( int x, int y ) 指定された座標の点の色を返す。 オプション × × × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setCoordinateMode( int mode ) 描画時の座標指定モードを設定する。 オプション × ● × × × × × × × × × × × ● ●



void setFlipMode( int flipmode ) イメージの描画時に反転処理を行うかどうかを設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setPixel( int x, int y ) 指定された座標位置に点を描画する。 オプション × × × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setPixel( int x, int y, int color ) 指定された座標位置に、指定された色で点を描画する。 オプション × × × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setRenderMode( int operator, int
srcRatio, int dstRatio )

レンダリング時の演算方法（ラスタオペレーション）を設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

com.nttdocomo.opt.ui.ImageMap 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

ImageMap( int cellWidth, int cellHeight ) コンストラクタ。セルの幅と高さをドット単位で指定してイメージマップを生成する。 オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

ImageMap( int cellWidth, int cellHeight, int
mapWidth, int mapHeight, byte[] data,
Image[] images )

コンストラクタ。セルの幅と高さ、マップの幅と高さ、マップデータとイメージデータを指
定してイメージマップを生成する。

オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

void moveWindowLocation( int dx, int dy ) イメージマップ中のウィンドウの位置を、サイズはそのままにdx、dyだけ離れた位置に
移動する。

オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

void setImageMap( int mapWidth, int
mapHeight, byte[] data, Image[] images )

マップの幅と高さ、マップデータとイメージデータを指定してイメージマップを初期化す
る。

オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

void setWindow( int x, int y, int width, int
height )

ウィンドウ領域の位置とサイズを設定する。 オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

void setWindowLocation( int x, int y ) イメージマップ中のウィンドウの位置を、サイズはそのままに(x,y)の位置に変更する。 オプション ● ● × × × ● × × ● ● × ● ● ● ●

com.nttdocomo.opt.ui.Palette 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

Palette( int n ) コンストラクタ。エントリの個数を指定してパレットオブジェクトを生成する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

Palette( int[] colors ) コンストラクタ。エントリの値まで指定してパレットオブジェクトを生成する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

int getEntry( int index ) 指定されたエントリに設定されている色を取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

int getEntryCount() エントリの数を返す。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

void setEntry( int index, int color ) 指定されたエントリに色を設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

com.nttdocomo.opt.ui.PalettedImage 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static PalettedImage createPalettedImage(
byte[] data )

パレットを設定できるイメージを作成する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

Graphics getGraphics() PalettedImageに対し、getGraphics()を呼び出すことはできない。PalettedImageに対し
てこのメソッドを呼び出すと、UnsupportedOperationExceptionが発生する。

----- ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー － － －

Palette getPalette() このイメージからパレットを取り出す。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

void setPalette( Palette palette ) このイメージにパレットを設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

com.nttdocomo.opt.ui.PhoneResource 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static void set3DCharacter( byte[] data ) 3Dキャラクタアニメーションのデータを更新する。 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static void setStandbyImage( Image image ) 待ち受け画像のデータを更新する。 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

com.nttdocomo.opt.ui.PhoneSystem2 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int ATTR_BRIGHTNESS_MAX ディスプレイまたはサブディスプレイの明るさで、最大を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_BRIGHTNESS_MIN ディスプレイまたはサブディスプレイの明るさで、最小（消灯）を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_CONTRAST_MAX ディスプレイまたはサブディスプレイのコントラストで、最大を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_CONTRAST_MIN ディスプレイまたはサブディスプレイのコントラストで、最小を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_AMBER 背面ライトの点灯色で、アンバーを表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_BLUE 背面ライトの点灯色で、青を表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_CYAN 背面ライトの点灯色で、シアンを表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_GREEN 背面ライトの点灯色で、緑を表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_MAGENTA 背面ライトの点灯色で、マゼンタを表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_OFF 背面ライトの点灯色で、消灯を表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_WHITE 背面ライトの点灯色で、白を表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_I_LIGHT_YELLOW 背面ライトの点灯色で、黄色を表す属性値 オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_BLUE 背面LCDのバックライトの点灯色で、青を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int
ATTR_ILLUMINATION_GRADUALLY

背面LCDのバックライトのグラデーション機能を表す属性値（背面LCDのバックライトの
点灯色を表す属性値とこの値の論理和を取って使用）

オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_GREEN 背面LCDのバックライトの点灯色で、緑を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_OFF 背面LCDのバックライトの点灯色で、消灯を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_ORANGE 背面LCDのバックライトの点灯色で、オレンジ色を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_RAINBOW 背面LCDのバックライトの点灯色で、虹色を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_SKYBLUE 背面LCDのバックライトの点灯色で、水色を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_VIOLET 背面LCDのバックライトの点灯色で、スミレ色を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_WHITE 背面LCDのバックライトの点灯色で、白を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_ILLUMINATION_YELLOW 背面LCDのバックライトの点灯色で、黄色を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_KEY_SLANT_OFF 斜めキーのオンオフ設定で、オフ（無効）を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_KEY_SLANT_ON 斜めキーのオンオフ設定で、オン（有効）を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_MEMO_LED_OFF メモLEDの点灯設定で、消灯を表す属性値 オプション × × × × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_MEMO_LED_ON メモLEDの点灯設定で、デフォルトの色で点灯することを表す属性値 オプション × × × × × × × × × × × × × × ×



static int ATTR_VOLUME_MAX メロディ・効果音・マイクの音量で、最大を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int ATTR_VOLUME_MIN メロディ・効果音・マイクの音量で、最小（ミュート状態）を表す属性値 オプション × × ● × × × × × × × × × × × ×

static int DEV_DISPLAY_BRIGHTNESS ディスプレイの明るさを表す属性（ATTR_BRIGHTNESS_MINから
ATTR_BRIGHTNESS_MAXまでの値を設定）

オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_DISPLAY_CONTRAST ディスプレイのコントラストを表す属性（ATTR_CONTRAST_MINから
ATTR_CONTRAST_MAXまでの値を設定）

オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_I_LIGHT 背面ライトの点灯色を表す属性（ATTR_I_LIGHTで始まる属性値を設定） オプション × ● × × ● × × ● × × × × × × × 設定のみ可能なリソースです。

static int DEV_ILLUMINATION 背面LCDのバックライトの点灯色を表す属性（ATTR_ILLUMINATIONで始まる属性値を
設定　ATTR_ILLUMINATION_GRADUALLYとの論理和を取ったものを指定するとバック
ライトが徐々に明るくなる）

オプション × × ● × × × × × × × × × × × × 設定のみ可能なリソースです。

static int DEV_INDICATOR_BACKGROUND インジケータとソフトキーの背景色を表す属性（Graphics.getColorOfRGB()が返す値を オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_KEY_SLANT 斜めキーのオンオフ設定を表す属性（ATTR_KEY_SLANTで始まる属性値を設定） オプション × × ● × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_MELODY_VOLUME メロディの音量を表す属性（ATTR_VOLUME_MINからATTR_VOLUME_MAXまでの値を オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_MEMO_LED メモLEDの点灯設定を表す属性（ATTR_MEMO_LED_ON、ATTR_MEMO_LED_OFFまた
はGraphics.getColorOfRGB()が返す値を設定）

オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_MIC_VOLUME マイクの音量を表す属性（ATTR_VOLUME_MINからATTR_VOLUME_MAXまでの値を設 オプション × × ● × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_SE_VOLUME 効果音の音量を表す属性（ATTR_VOLUME_MINからATTR_VOLUME_MAXまでの値を オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_SUBDISPLAY_BRIGHTNESS サブディスプレイの明るさを表す属性（ATTR_BRIGHTNESS_MINから
ATTR_BRIGHTNESS_MAXまでの値を設定）

オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

static int DEV_SUBDISPLAY_CONTRAST サブディスプレイのコントラストを表す属性（ATTR_CONTRAST_MINから
ATTR_CONTRAST_MAXまでの値を設定）

オプション × × × × × × × × × × × × × × × 参照と設定が可能なリソースです。

com.nttdocomo.opt.ui.PointingDevice 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int getX() ポインタの画面上でのX座標を返す。 オプション × × × × × × × × ● ● × × ● × ●

static int getY() ポインタの画面上でのY座標を返す。 オプション × × × × × × × × ● ● × × ● × ●

boolean isAvailable() 端末ネイティブの設定で、ポインティングデバイスが使用可となっているかどうかを返 オプション × × × × × × × × × × × × ● × ●

static boolean isEnabled() ポインティングデバイスからのイベントを受け取ることができる状態かどうかを返す。 オプション × × × × × × × × ● ● × × ● × ●

static void setEnabled( boolean b ) ポインティングデバイスからのイベント通知を受けるか否かを設定する。 オプション × × × × × × × × ● ● × × ● × ●

void setPosition( int x, int y ) ポインタの画面上での表示位置を設定する。 オプション × × × × × × × × × × × × ● × ●

void setVisible( boolean b ) ポインタを画面上に表示するかどうかを設定する。 オプション × × × × × × × × × × × × ● × ●

com.nttdocomo.opt.ui.Sprite 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

Sprite( Image image ) コンストラクタ。イメージを指定してスプライトを生成する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

Sprite( Image image, int x, int y, int width, int
height )

コンストラクタ。イメージの一部の領域を指定してスプライトを生成する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

int getHeight() スプライトの高さを取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

int getWidth() スプライトの幅を取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

int getX() スプライトを表示する位置のX座標を取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

int getY() スプライトを表示する位置のY座標を取得する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

boolean isVisible() スプライトが可視かどうかを取得する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

void setFlipMode( int flipMode ) スプライトの描画時に反転処理を行うかどうかを設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setImage( Image image ) スプライトのイメージを設定する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

void setImage( Image image, int x, int y, int
width, int height )

スプライトのイメージとして、イメージの一部の領域を設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setLocation( int x, int y ) スプライトを表示する位置を設定する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

void setRenderMode( int operator, int
srcRatio, int dstRatio )

レンダリング時の演算方法（ラスタオペレーション）を設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × ● ●

void setVisible( boolean b ) スプライトの可視・非可視状態を設定する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

com.nttdocomo.opt.ui.SpriteSet 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

SpriteSet( Sprite[] sprites ) コンストラクタ。Sprite配列を指定してスプライトセットを生成する。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

int getCollisionFlag( int index ) indexで指定されたスプライトの衝突判定フラグを取り出す。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

int getCount() スプライトの数を返す。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

Sprite getSprite( int index ) indexで指定されたスプライトを返す。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

Sprite[] getSprites() スプライトセットに設定されているSprite配列を返す。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

boolean isCollision( int index1, int index2 ) 指定された2つのスプライトが衝突しているか否かを返す。 オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

void setCollisionAll() 全てのスプライトの衝突判定処理を行う。全てのスプライトに対してsetCollisionOf()を
呼び出すことと同義。

オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

void setCollisionOf( int index ) indexで指定されたスプライトについて衝突判定処理を行ってその結果を保持する。結
果は後でgetCollisionFlag()を使用して取り出す。

オプション ● ● × ● × ● ● × ● ● × ● ● ● ●

com.nttdocomo.opt.ui.SubDisplay 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static int getHeight() スクリーンの高さを取得する。 オプション × × × ● × ● ● × ● ● × ● ● × ●

static int getWidth() スクリーンの幅を取得する。 オプション × × × ● × ● ● × ● ● × ● ● × ●

static boolean isColor() カラー対応か否かを取得する。 オプション × × × ● × ● ● × ● ● × ● ● × ●

static int numColors() サポートする色数（カラー非対応の場合はグレーレベルの数）を取得する。 オプション × × × ● × ● ● × ● ● × ● ● × ●

static void setImage( Image image ) スクリーンにイメージを設定する。 オプション × × × ● × ● ● × ● ● × ● ● × ●



com.nttdocomo.opt.ui.TransparentImage 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

static TransparentImage
createTransparentImage( Image image )

通常のイメージから透明色を持つイメージを生成する。初期状態では透明色は持たな
い。

オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

Graphics getGraphics() TransparentImageに対し、getGraphics()を呼び出すことはできない。TransparentImage
に対してこのメソッドを呼び出すと、UnsupportedOperationExceptionが発生する。

----- ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー － － －

void setTransparentColor( int color ) 透明色を指定する。Graphics.getColorOfRGB()の返す値を設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

void setTransparentEnabled( boolean b ) 透明色を使用するか否かを設定する。 オプション × ● × ● × × ● × × × × × × × ●

高レベル3Dグラフィックス描画機能のクラス/メソッ 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

com.nttdocomo.opt.ui.j3d.Mathクラスの
atan2(int x, int y)を除く全クラス・メソッド・
ド

高レベル3Dグラフィックス描画機能 拡張 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

com.nttdocomo.opt.ui.j3d.Mathクラスの
atan2(int x, int y)メソッド

高レベル3Dグラフィックス描画機能 拡張 × ● ● ● ● × ● ● × × ● × × ● ●

低レベル3Dグラフィックス描画機能のクラス/メソッ 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

全クラス・メソッド・フィールド 低レベル3Dグラフィックス描画機能 拡張 × × ● × × × × × × × × × × × ●

2Dアニメーション描画機能のデータ形式 概要 種別 N504i SO504i D504i P504i F504i N504iS P504iS F504iS N2051 N2701 F2051 P2102V N2102V F2102V Emu 備考

E-アニメータ形式 E-アニメータ形式のアニメーションデータをVisualPresenterで再生する。 拡張 ● × × × × ● × × × × × × × × ●

※ エミュレータ欄での×印はエミュレート機能が実装されていないことを示しており、コンパイルは可能です。

※ エミュレータには504iS版とFOMA版の2つがあります。エミュレータ欄に●印が付いている場合、必ずしも両方のエミュレータにその機能が

実装されているとは限りません。例えば、504iSのどの機種でもサポートされていないオプション機能は504iS版エミュレータには搭載されて

いない場合があります（FOMAに関しても同様）のでご注意ください。




	統合版

